
2020年度

一般社団法人甲状腺眼症の医療を前進させる患者の会活動報告

2020年5月29日　 FacebookグループLINE交流会開催

2020年8月29日　 甲状腺眼症勉強会開催

2020年10月14日　甲状腺眼症に対する眼窩減圧術の保険適用に関する一連の事態に対して、

　　　　　　　　 その経緯や決定に至った理由を質問する公開質問状及び

　　　　　　　　 全国一律で全ての術式の眼窩減圧術をK235眼窩内腫瘍摘出術(深在性）とすることを要望する

　　　　　　　　 要望書を以下に提出

　　　　　　　　・社会保険診療報酬支払基金　群馬支部

　　　　　　　　・社会保険診療報酬支払基金　東京支部

　　　　　　　　・社会保険診療報酬支払基金　本部

　　　　　　　　・日本眼科学会

2020年10月21日　甲状腺眼症に対する眼窩減圧術の保険適用に関する実情を述べ善処を要望する要望書を以下に提出

　　　　　　　　・厚生労働省　保険局

　　　　　　　　・関東信越厚生局　保険局

　　　　　　　　・厚生労働省　保険局　厚生労働大臣

　　　　　　　　・日本医師会

　　　　　　　　・参議院議員　羽生田　たかし　先生

　　　　　　　　・関東信越保険局　群馬事務所

　　　　　　　　・関東信越保険局　東京事務所

2020年11月5日　 甲状腺眼症に対する眼窩減圧術の保険適用に係る問題について、

                             参議院議員の羽生田たかし先生と面会し、

　　　　　　　    全国一律で全ての術式の眼窩減圧術が K235眼窩内腫瘍摘出術(深在性）となるよう陳情
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2020年11月11日　社会保険診療報酬支払基金東京支部・群馬支部より、公開質問状に対する以下の回答を得る。

　　　　　　　　「原則として、眼窩骨の一部を外し、眼窩内に到達して手術操作を実施している場合は

                              Ｋ２３５眼窩内腫瘍摘出術（深在性）、

　　　　　　　　前眼部から眼窩骨と眼球の間から眼窩に到達し手術操作を実施している場合は

                              Ｋ２３４眼窩内腫瘍摘出術（表在性）が

　　　　　　　　それぞれ最も近似する手術と審査判断したものです。」

2020年12月21日　全国一律で全ての術式の眼窩減圧術をK235眼窩内腫瘍摘出術(深在性）の適用とすることを

　　　　　　　　 要望する要望書を厚生労働省に提出

2021年2月28日　 患者の会オンライン（ZOOM）交流会開催

活動内容


